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論文内容要旨
 新潟・北陸地方は,「地すべり」とよばれるMass-wastingの現象が各所にみられ,そ
 れが地形。地質学的に種々興味ある問題を提供している。
 本地域は,中央日本日本海岸沿いの新潟県南部から富山。石川県におよぶ範囲にあたり,ほぼ中
 央を南北に走る糸魚川～静岡構造帯が地域を2分している。主部は,南縁に分布する先第三系を被
 って広く分布する丘陵性の山地を形成する新第三系からなる。中新統下部は,主として,安山岩
 質ないし流紋岩質角礫凝灰岩,凝灰岩からなり,中部は,主に火砕岩を伴う硅質頁岩からなる。中
 新統上部および鮮新統下部は,主として泥質岩および泥岩・砂岩互層からなり,その分布は広い。
 上部鮮断続～下部更新統は,泥岩・砂岩・浮石質凝灰岩および礫岩を主とする地層からなる。これ
 らの新第三系には,褶曲構造やドーム構造がよく発達している。
 擁ass-wastlngは,これらの新第三系分布地に普遍的にみられ,古くからMass-
 wastin9に関する研究業績が集積されてきている。しかしながら,それらのほとんどは,
 Mass-wastingの原因・機構を岩質や地質構造と結びつけて論じ,防止対策に言及すると
 いった災害研究の立場からのものが多く,地形形成過程におけるMass-wastlngの意義や
 層位的位置づけなど,地質現象としての瓢ass-wasting研究は,あまり知られていない。
 本研究は,この地方の約2、500個所にのぼる躍ass-wastingについて,地形・岩質・
 層位・および構造地質の面から検討を加えたもので,とくにMass-wasthlgの発生の時代
 およびその分布と地質構造の形態や発達との関係について論じた。
 rviass-wastlngの地形として最も普遍的に認められる頂部崩落崖の開析度あるいは保存
 程度からA・B・C(新→旧〉3つの崩落崖地形型を識別した。A型は崖地形が明瞭に残されてい
 るもので,発生時代の判明しているもの(数百年前以降)のすべてはこの中に含まれるが,その数
 は非常に少く全体の約4弘にすぎない。残りはすべてB～C型の旧期の崩落崖地形を示すものであ
 る。また,擁ass-wastin9による堆積物と段丘面(堆積物)との層位関係から,これら旧
 期の崩落崖地形をもつMass-Wastillgの発生時期は,中位段丘形成期と低位段丘あるいは
 沖積段丘形成期との間であることがわかった。このように,本地方に残されている特徴的なMass
 -wastingの初生的な地形の大部分は,下末吉期以降の海面抵下期に形成されたものと推定さ
 れる。そしてその主な原因は,侵食基準面の低下による斜面傾度の増大と氷期の気象条件(低緯度
 地方では氷期は多雨期といわれる)にあると考えられる。
 Mass-wastingの地形は,とくに新第三系中新統および鮮新統ならびに第四系更新統の
 堆積岩分布地域に発達するが,必ずしも一様な分布を示すものではなく,ある地域に密集し,17
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 のMass-wasting地帯が識別される。
 Mass-wastingは,主として塊状泥岩,砂岩,泥岩互層などの泥質岩を主とする地層の
 分布地域によく発達するが,ドーム状構造や傾動・隆起地塊の縁辺部では,砂礫岩・角礫凝灰岩・
 花崗岩質岩中にも発生している。富山南部の祖山ドーム,新潟東部の守門岳南麓などがその例であ
 る。また,同じような泥質岩であっても,固結度の違いによってMass-wastingの発生状
 況は異なっている。例えば,富山中部や氷見地方の音川層の泥岩は,新潟地域の同時代の寺泊～西
 山層の泥岩と比較すると,一般に固結度が低く,割れ目も少く,瓢ass-wastingの発生は
 まれである。このことは,同じ遺構応力下においても,音Jll層泥岩のようなよりductileな泥
 岩では,一般に塑性変形の過程が長く,内部破壊がおこりにくいためと考えられる。
 新潟地域に発達する主な背斜構造とMass-wastillg地形の発達との関係を検討すること
 によって,M訊ss-wastiI19は背斜構造の形態とそれを形成する岩層に規制され発達するこ
 とが分った。すなわち,parallel{oldにおいては,泥質岩のような塊状固結岩の場合は,
 巌ass-w段stingは背斜の軸部から両翼にかけてほぼ一様に発達し,box蛋01dの場合
 は,背斜軸部にはまれで,翼部の急傾斜帯に集中する。このような傾向は,他の隆起傾動地塊にお
 いても同様で,一一般に造構歪の集中帯とMass-wastlngの分布が一致することを示してい
 る。すなわち,このような造構応力集中部の岩石は,周囲のそれと比較してグリフィス・クラック
 の発生など内部破壊が進んでいるため,密度や圧縮・せん断強度が低下しており,また破断面がで
 きている可能性も高く,Mas8-wastingが発生しやすい状態にある。また,造構歪は,褶
 曲構造や隆起傾動地塊の成長に伴って継続的に働いているものと考えられ,それがその部分の岩石
 内にcreep帯やすべり面を形成することによって,徐々に解放されていくものと考えられる。
 したがって,同じ褶曲あるいは隆起構造の発達する地域でもMass-wastingの発達しない
 部分(例えば,北陸地域の背斜構造部など)は,少くも瓢ass-wasting形成期以降は,そ
 の構造が生長しなかコたということができる。
 しかしながら,魚沼層のような固結度の低い層状岩の場合は,やや趣を異にしている。例えば,
 魚沼層からなるparalieifoldの場合,背斜の軸部にはMass-wastingは発達せ
 ず,そσ)両翼に対称的な分布を示している。このことは,すでに述べたように,魚沼層のようなよ
 りduct11eな岩層にあっては,遺構応力による内部破壊が行なわれにくいため,歪の集中帯と
 Mass-wastlng分布は必ずしも一致せず,むしろ,背斜(あるいは隆起)構造の生長に伴
 う斜面傾度・地層傾斜の増大が,Mass-wasting発生の主要な要因となっている。
 Mass-Wastlngの発達をもたらした,初生的な崩落崖形成の要因は,水・振動・斜面形
 態などの環境要素と固結度・風化変質の度合・破断の程度など内的要素が重要な役割を果している。
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 そしてこれらの諸要素のう・ちとくに斜面形態や岩石の力学的性質を規制するものは,海水準変動に
 よる堆積基準面の低下や造構造運動であるということができる。
 また,現在みられるMass-wastingの地形形成期は,後期更新世以降であることから,
 胚ass-wastingの発達は第四紀地殻変動と密接な関連があり,場合によってはMass-
 wastingの分布形態から第四紀の歪帯や変動帯の存在を推定することも可能である。
 例えば,新潟地域の米山南部から松之山,十日町南部をへて苗場山北東麓にいたる,顕著な
 Mass-wasting地帯は,NE～SWの褶曲構造方向や褶曲の形態とは必ずしも対応しない。
 この地帯は山下(1970)の柏崎。銚子構造線の南縁にあたり,この構造帯が第四紀の変動帯で
 あることを示している。また,新潟地域の出雲崎海岸,西頸域海岸および石川県能登半島北部海岸
 における,現海岸線に沿うMass-wastingの配列は,その地域の新第三系の構造方向とは
 調和せず,斜交する関係にあることは,現海岸線方向の第四紀隆起傾動地塊運動の軸が存在するこ
 とを示している。その他,新潟地域の褶曲地帯の中にも,NE～SWの主構造方向と斜交する第四
 紀の構造帯の存在が,Mass-wastingの分布から推定される。
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 論文審査の結果の要旨
 磯崎義正は新潟・北陸地方における瓢ass-wastlngの地質学的研究と題し,同地域内の
 約2,50g箇所のMass-wastin9について地形・岩質・層位および地質構造の面から詳細
 な研究を行った。本論文では,これらMass-wastingの発生は第四紀における海水準の変
 動および地殻変動と密接に関連するとともに新第三系の変形様式とも深い関係をもっている事を論
 じている。まず,Mass-wastingの発生に関しては,主崩落崖の開析度によって,新1日2
 つの型に分類し,新期のものは,沖積段丘形成期以降に,旧期のものは下末吉期以降の海面低下期
 に形成されたものであることを明らかにした。このようなMass-wasting多発時代を招い
 た主たる原因としては,侵蝕基準面の低下に伴う斜面傾度の増大と氷期の気象条件があげられると
 している。次いで,Mass-wastingと岩質との関係について検討し,一般には新第三系～
 第四系の泥質岩分布地域に発達する傾向はあるが,背斜構造や隆起傾動地塊周縁部では,岩質に関
 係するばかりではなく,遺構歪の集中帯とも極めてよく一致していることを指摘した。磯崎はこれ
 らに該当する事例を多数検討し,これらの基盤をなす岩石は他よりも内部破壊が進み,力学的に強
 度が低下するとともに,岩石内部にクリープ帯や辷り面がすでに形成されており,平衡を失った際
 に容易に破壊に結びつき易い素因をもっていたものと解釈した。一方,固結度の低い層状岩のよう
 に,よりductileなものでは,造構応力による内部破壊は比較的進行し難く,i歪の集中帯と
 Mass-wastingの分布は必ずしも一致せず,むしろ,構造の生長に伴う斜面傾度の増大が
 主要な原因となる例もあることを明らかにした。
 さらに,以上の考察をもとにしてMass-wastingの分布状態から,第四紀の歪帯や変動
 帯の存在を推定し,米山南部から苗場山にいたる地帯に第四紀地殻変動に伴う造構歪集中帯が存在
 すること,および出雲崎海岸～西頸城海岸や能登半島北部海岸沿いに第四紀隆起傾動地塊が存在す
 ることを指摘するにいたった。
 磯崎の研究は第四紀地殻変動と海水準低下期における地表の諸現象を解明する上に大きな貢献を
 なしたものと認めうる。
 論文発表ならびに労力審査は昭和50年10月21日に行い,自立して研究活動を行うに必要な
 高度の研究能力と学識を有することを確認した。よって,磯崎義正提出の論文は理学博士の学位論
 文として合格と認める。
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